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研 究 内 容 ⃝情動制御の神経生理学的メカニズムに関する研究
　さまざまな心理療法に組み入れられている認知活動について整理しなおし，ストレスの低減につ
ながる認知活動と感情反応，脳機能，自律神経活動，免疫･内分泌系反応の関連性について研究して
います。
　特に現在は，ストレスの低減やうつ病の再発予防効果が認められている「マインドフルネス」に
注目しています。

※関連リンク：https://researchmap.jp/h.murakami
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